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平
成
２
８
年
山
仕
舞
（
奥
久
慈
男
体
山
～
袋
田
の
滝
、
生
瀬
富
士
） 

平
成
２
８
年
１
２
月

１
７
日
午
前
７
時
黒
羽

支
所
集
合
、
本
日
は
９
名

の
参
加
で
あ
る
。
山
仕
舞

山
行
に
ふ
さ
わ
し
い
快

晴
で
あ
り
早
い
時
間
に

全
員
集
合
し
、
２
台
の
車

に
分
乗
し
出
発
で
す
。
今

回
は
忘
年
会
を
兼
ね
て

い
る
の
で
登
頂
し
な
い

４
名
は
夕
方
現
地
集
合

と
な
り
ま
し
た
。
途
中
須

賀
川
・
佐
貫
辺
り
で
の
お

茶
畑
は
朝
霜
で
白
く
な

り
雪
が
降
っ
た
か
の
よ

う
な
光
景
で
寒
さ
が
感

じ
ら
れ
た
。 

奥
久
慈
男
体
山
の
登
山
口
で
あ
る
大
円
地
に

到
着
し
、
８
時
１
０
分
身
支
度
後
Ｃ
Ｌ
斎
藤
さ
ん

を
先
頭
に
登
山
開
始
で
す
。
直
ぐ
に
最
後
の
民
家

の
あ
る
場
所
か
ら
目
の
前
に
朝
日
に
輝
い
て
い

る
男
体
山
の
全
容
が
現
れ
、
急
登
と
岩
壁
を
思
い

浮
か
べ
な
が
ら
健
脚
コ
ー
ス
へ
取
り
付
い
た
。
８

時
３
０
分
急
坂
か
ら
狭
い
枝

尾
根
に
出
た
と
こ
ろ
で
衣
服

調
整
と
給
水
の
小
休
憩
を
取

っ
た
。
そ
の
時
、
伊
藤
さ
ん
の

ザ
ッ
ク
が
急
坂
を
転
げ
落
ち

て
行
く
で
は
な
い
か
、
こ
れ

は
危
う
い
と
思
っ
た
が
、
幸

い
１
０
ｍ
程
で
木
に
引
っ
か

か
り
止
ま
っ
た
の
で
直
ぐ
に

回
収
し
た
。 

杉
の
植
林
地
帯
を
過
ぎ
る

と
周
り
の
山
々
が
見
え
始
め
る

が
、
登
山
道
は
ク
サ
リ
と
ロ
ー

プ
の
連
続
と
な
り
日
頃
の
訓
練

を
思
い
起
し
な
が
ら
慎
重
に
よ

じ
登
り
頂
上
直
下
の
あ
づ
ま
屋

に
登
山
口
か
ら
の
標
高
差
４
２

０
ｍ
を
１
時
間
３
０
分
で
全
員

登
り
き
っ
た
。 

男
体
山
頂
上
で
は
、
今
年
１
年

 

奥久慈男体山目指してそば屋さんの前をスタート 

 

        ヘルメットを装着し気を引き締めて 

 
なんだ坂こんな坂！３点確保で 
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の
山
仕
舞
の
祝
詞
を
あ

げ
安
全
登
山
に
感
謝
し

御
神
酒
を
頂
い
た
。
頂

上
か
ら
は
少
し
霞
ん
で

い
た
が
、
西
に
日
光
連

山
・
富
士
山
、
北
に
那
須

連
山
・
八
溝
山
、
南
に
筑

波
山
・
霞
ヶ
浦
等
３
６

０
度
見
渡
せ
た
。
１
０

時
３
５
分
袋
田
の
滝
を

目
指
し
長
い
尾
根
歩
き

と
な
る
。 

登
山
道
の
西
側
は
急

峻
な
岩
場
が
続
い
て
お

り
、
あ
づ
ま
屋
付
近
で
は
大
き
な
橅

の
木
が
多
く
、
落
葉
を
踏
み
し
め
な

が
ら
の
気
持
ち
良
い
尾
根
歩
き
と

な
っ
た
。
途
中
、
白
木
山
分
岐
の
先

が
２
カ
所
凍
っ
て
い
て
危
険
で
あ

る
た
め
立
木
に
掴
ま
り
な
が
ら
慎

重
に
下
降
し
た
。
思
っ
た
よ
り
尾
根

は
長
く
な
か
な
か
第
２
展
望
台
に

着
か
な
い
の
で
、
１
２
時
１
５
分
に

少
し
手
前
で
昼
食
タ
イ
ム
と
し
た
。

尾
根
筋
で
は
壇
香
梅
が
多
く
見
ら
れ
花
芽
が
ふ
く
ら
み
始
め
て
い
た
。 

１
３
時
４
０
分
第
１
展
望
台
（
鍋
転
山
△
４
２
２
．
７
ｍ
）
に
到
着
、

休
憩
棟
の
前
に
三
等
三
角
点
が
あ
り
西
側
は
絶
壁
と
な
っ
て
お
り
北
西

側
に
は
大
子
の
町
並
み
、
袋
田
温
泉
街
が
見
え
た
。
月
居
山
は
も
う
す
ぐ

だ
が
最
後
の
登
り
が
す
ご
く
長
く
感
じ
、
や
せ
尾
根
の
岩
場
で
休
憩
を
し

て
振
り
向
い
た
ら
今
日
の
男
体
山
か
ら
歩
い
て
き
た
ル
ー
ト
が
一
直
線

の
よ
う
に
見
え
た
。 

月
居
山
か
ら
は
、
車
の
回
収
の
た
め
海
津
さ
ん
と
伊
藤
さ
ん
が
先
に
別

ル
ー
ト
で
袋
田
駐
車
場
へ
降
り
、
車
で
待
っ
て
い
て
く
れ
た
折
橋
さ
ん
と

合
流
し
た
。
他
の
７
名
は
袋
田
の
滝
へ
向
か
い
、
分
岐
に
あ
る
お
寺
の
鐘

を
２
回
撞
い
て
か
ら
滝
ま
で
の
長
い
階
段
を
下
り
、
生
瀬
の
滝
を
見
学
し
、

 
今年最後のバンザイ 

 
祝詞奏上の儀 

 
気持ちの良いコースです 

 

生瀬の滝 
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袋
田
の
滝
を
上
か
ら
見
下
ろ
し
な
が
ら
１
６
時
１
０
分
に
駐
車
場
に
着
い

た
。
車
の
回
収
に
行
っ
た
二
人
は
す
で
に
駐
車
場
に
着
い
て
待
っ
て
い
て

く
れ
た
。 

 

今
日
の
お
宿
は
大
子
町

の
久
慈
川
ほ
と
り
に
あ
る

「
福
寿
荘
」
で
あ
る
。
今
回

の
参
加
者
１
３
名
が
集
合

し
、
温
泉
に
ゆ
っ
く
り
浸
か

っ
て
か
ら
待
望
の
宿
泊
を

兼
ね
た
忘
年
会
で
あ
る
。
今

年
の
山
岳
大
賞
の
授
与
後

乾
杯
を
し
て
地
元
の
ご
馳

走
と
お
酒
を
美
味
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。
部
屋
に
戻

っ
て
か
ら
も
、
持
参
し
た
大

田
原
の
地
酒
と
、
海
津
さ
ん

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
山
々
の

写
真
を
鑑
賞
し
遅
く
ま
で

山
の
談
義
を
し
な
が
ら
就
寝
し
た
。 

 

１
８
日
は
朝
か
ら
快
晴
、
外
気
は

マ
イ
ナ
ス
５
度
で
か
な
り
寒
く
感

じ
る
。
朝
の
食
事
も
大
変
美
味
し
く

て
全
員
完
食
し
、
宿
の
玄
関
で
記
念

写
真
を
撮
り
、
別
行
動
と
な
る
５
名

と
別
れ
生
瀬
富
士
の
登
山
口
に
向

か
っ
た
。 

 

８
時
２
０
分
本
日
の
登
山
開
始
、

駐
車
場
か
ら
生
瀬
富
士

の
尖
っ
た
頂
上
が
見
え
、

民
家
の
裏
側
が
登
山
口

で
あ
る
。
杉
・
檜
の
植
林

地
が
続
き
、
登
山
道
は
ぬ

か
る
み
が
多
く
、
イ
ノ
シ

シ
の
新
し
い
足
跡
や
餌

を
探
し
た
痕
跡
が
沢
山

あ
っ
た
。 

 

植
林
地
を
抜
け
伐
採

地
に
出
た
見
晴
ら
し
の

良
い
と
こ
ろ
で
小
休
憩

を
取
っ
た
。
少
し
先
か
ら

は
頂
上
ま
で
急
登
が
続
き
、
本
日
一
番
の

難
所
の
ク
サ
リ
場
に
着
い
た
時
、
伊
藤
さ

ん
が
カ
メ
ラ
を
落
と
し
た
事
に
気
づ
い

た
。
戻
っ
て
探
し
て
く
る
か
迷
っ
た
が
、

帰
り
も
同
じ
ル
ー
ト
を
通
る
の
で
こ
の

ま
ま
登
頂
す
る
こ
と
に
し
て
先
に
進
み

９
時
４
０
分
頂
上
に
到
着
し
た
。
頂
上
は

狭
く
大
き
な
岩
が
有
り
四
等
三
角
点
が

岩
の
上
に
刻
ま
れ
て
い
た
。
西
側
奥
に
は

日
光
連
山
、
か
す
か
に
富
士
山
も
見
え
た

が
、
ど
れ
が
御
亭
山
か
は
判
ら
な
か
っ

 
全員集合で忘年会 

 

今年の山岳賞は「薄井さん」 

 
２日目は生瀬富士 

 
生瀬富士山頂にて 
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た
。 

 
下
山
は
急
坂
で
滑
り
や
す
い
の

で
ク
サ
リ
・
ロ
ー
プ
を
掴
み
な
が
ら

三
点
支
持
で
慎
重
に
降
り
て
き
た
。

難
所
の
ク
サ
リ
場
を
過
ぎ
て
か
ら

は
落
と
し
た
カ
メ
ラ
を
探
し
な
が

ら
下
っ
た
が
見
つ
か
ら
な
い
。
途
中

で
３
人
パ
ー
テ
ィ
ー
に
出
会
っ
た

の
で
カ
メ
ラ
の
事
を
尋
ね
た
ら
、
拾

っ
て
目
に
つ
く
処
に
置
い
て
く
れ

て
、
登
る
と
き
に
休
憩
し
た
場
所
に
あ
り
ま
し
た
。「
良
か
っ
た
ね
。
」
、
後

は
軽
快
な
足
取
り
で
１
０
時
５
５
分
駐
車
場
に
着
き
ま
し
た
。 

 

帰
路
は
、
大
子
町
の
果
樹
園
で
り
ん
ご
を
試
食
・
購
入
し
、
黒
羽
の
暮

し
の
館
で
そ
ば
を
い
た
だ
き
１
３
時
１
０
分
黒
羽
支
所
に
戻
っ
て
来
ま
し

た
。
平
成
２
８
年
も
安
全
・
楽
し
い
登
山
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
記 

薄
井
隆
男
） 

 

祝
詞 

実
似
畏
敬 

八
百
萬
山
神 

奥
久
慈
男
体
山
大
権
現 

祓
賜
清
賜 

 

我
等
黒
羽
山
之
会
二
十
余
名 

畏
敬
畏
敬
申
候 

本
日
奥
久
慈
男
体
山
之

一
隅
拝
借 

平
成
二
十
八
年
度
山
行
大
願
成
就
感
謝
申
候 

即
説 

那
須
剣
ヶ
峰
・木
曾
駒
ヶ
岳
・鹿
沼
岩
山
・黒
羽
十
名
山
・社
山 

尾
瀬
・日
留
賀
岳
・北
岳
・田
代
山
・帝
釈
山
・茶
臼
岳
・焼
石
山
・ 

栗
駒
山
・三
床
山
・二
岐
山
・奥
久
慈
男
体
山
・生
瀬
富
士
・三
ツ
峠 

熊
鷹
等
々 

山
行
之
快
適 

祓
賜
清
賜 

我
等
本
日
御
地
集
合 

 

相
喰
相
飲
相
語
字 

本
日
感
謝
山
幸
也 

 
 

平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
七
日 

 
 

 
 

 

黒
羽
山
之
会
一
同 

 

無事カメラを回収。すいませんでした 
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○ と き 平成２８年１２月１７日（土）～１８日（日） 

○ ところ 奥久慈男体山～袋田の滝縦走及び生瀬富士 

○ てんき ２日間とも快晴 

○ や ど リバーサイド奥久慈福寿荘 

○ 参加者 １７日 斎藤（CL）、海津（SL）、伊藤（会計）、大野（記録）、薄井（報告）、 

伊藤（撮影）、鐘ヶ江、辺見、賴高          ９名 

      忘年会 藤田、佐藤、久松、折橋＋9 名           １３名 

１８日 海津（CL）、斎藤（SL）、伊藤（会計）、大野（記録）、薄井（報告）、 

伊藤（撮影）、鐘ヶ江、辺見             8 名 

  

会計報告            （伊藤秀子） 

１． 収入 会費 9,000×4 人        36,000 

      10,000×9 人       90,000  

                              126,000 

 

２． 支出 宿泊費（宴会費込）   120,020 

   車代（2 台）        5,980  

                              126,000 

 

 
お世話になりました。 

 
これで朝飯です。豪華さにビックリ。全員完食！ 
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カシミール３Ｄにて作成 

○コースタイム 

 17 日 黒羽支所＝大円寺 P－奥久慈男体山（神事）－ 昼 食 －第二展望台－ 

     07:00  08:00～20 09:30～50       12:15～50  13:25 

第一展望台－月居山－生瀬滝－袋田の滝＝ 宿 

13:45～55  14:30 15:40  16:10  16:30 

 18 日 宿 ＝袋田の滝 P－生瀬富士－袋田の滝 P＝くらしの館（昼食）＝黒羽支所 

     08:10 08:20    09:30～50 10:50   12:15～13:00     13:10 


